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脳の再生医療に
対する乳歯幹細胞
の効果

2025 16:30-17:30sat.6/7■日時

■場所

ホテルメトロポリタンエドモント
2F「悠久」
■講師
名古屋大学名誉教授  上田　実 氏
講師プロフィール
医学博士。専門分野は再生医療・顎顔面外科。 
1949年 大阪府生まれ。1982年 名古屋大学医学部大学院卒業後、名古屋大学医学部口腔
外科学教室入局。 同教室講師、助教授を歴任し、1990年よりスウェーデン・イエテボリ大
学とスイス・チューリッヒ大学に留学。1994年 名古屋大学医学部顎顔面外科学講座教授就
任。2003年から2008年 東京大学医科学研究所客員教授併任。2004年 日本学術会議会
長賞受賞。2011年よりノルウェー・ベルゲン大学医学部シニア・アドバイザー。2015年 
名古屋大学医学部名誉教授就任。2016年 日本再生医療学会ジョンソン＆ジョンソン賞受
賞。日本再生医療学会顧問。

この講演では、いわゆる神経再生医療に対する乳歯幹細胞培養上清（SHEDCM）の効果について解説
し、対象となった3つの疾患、筋萎縮性側索硬化症（ALS）、脳梗塞後遺症（Aftereffect of Stroke）、
アルツハイマー病（AD）に関する動物実験および臨床研究の詳細を報告します。

13名のALS患者（重症例１例、中・軽症
例が12例）にSHEDCMの点滴投与が行
われた。ALSFRS-Rスコアによる評価で
は軽快が４例、進行停止が４例、進行抑制
が５例であった。ALSの症状改善、進行
停止がみられた報告は過去になく世界初の
事例である。

ALS
慢性期（発症後２年以上）の脳梗塞５
名に対してSHEDCMが経鼻投与さ
れた。治療前にみられた運動障害の
改善が４例に確認された。 

AOS AD
20名のAD患者（平均年齢85.5歳）に対
してSHEDCMの点鼻投与が行われた。
評価は長谷川式認知症スケール（HDS-R）
によって行われた。治療前HDS-Rは平均
17.2だったが、治療後は24.5まで改善
した。
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